
 

（割られる数）÷（割る数）＝（商）…（余り） 

この式を変えると 

（割られる数）＝（割る数）×（商）＋（余り） 

となります。 

 

Ｙを 4 で割ってみたら、余りは１だったので、そのときの商を P とすると 

Ｙは   ４P＋１  と表されます。 

X を６で割ると、商がＹで余りが５だったので 

Ｘは   ６Ｙ＋５ 

＝６（４P＋１）＋５ 

＝２４Ｐ＋１１ 

＝８（３P＋１）＋３ 

Ｘを８で割ると、３余ることが分かる。 

                 答え 余り３  

 

◆問題 

 ある整数Xを６で割ると、商がＹで余りが５でした。また、その商Ｙを4で割

ってみたら、余りは１でした。整数Ｘを８で割ったときの余りはいくつです

か。 


